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「ヒューマン・ヘルスケア」の
ロゴマークにナイチンゲール
直筆の文字を使いました。
治療する側の発想だけでなく
ベッドの上にいらっしゃる
人びとの視線で医療を見つ
めることの大切さ。みずから
志し傷ついた人の看護に身を
捧げた彼女の行動のあり方に
エーザイの思いがこめられ
ています。

株主の皆様へ



株主の皆様へ

　株主の皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申しあげます。
　当社は、定款に「患者様とそのご家族の喜怒哀楽を第一義に考え、そのベネ
フィット向上に貢献することを企業理念と定め、この理念のもと全役員・社員
が一丸となり、世界のヘルスケアの多様なニーズを充足することを通して、い
かなる医療システム下においても存在意義のあるヒューマン・ヘルスケア
（hhc）企業となることを目指す」と条文化しております。また、「会社の使命
は患者様満足の増大であり、その結果として売上、利益がもたらされ、この使
命と結果の順序を重要と考える」とも定めており、企業においては、この使命
と結果が同等に重要であると考えております。2005年6月の株主総会にお
いて、この理念を定款に定めることについてご承認いただき、株主の皆様と共
有させていただいております。
　この理念の実現にあたっては、主要なステークホルダーズと考えている患者

様と生活者の皆様、株主の皆様および社員との信頼関係の構築につとめるとともに、法と倫理の遵守を目的
としたコンプライアンス活動を日々実践し、企業価値の向上に取り組んでおります。
　当社グループは、予防、疾病管理、最新治療という医療の各段階において患者様に提供する価値を創出し
てまいります。「患者価値」の創出とは、未だ十分な治療法が確立されていない疾病の克服やQOL（生活の
質）の向上に資する革新的な新薬の創出、品質の高い製品の安定供給、および薬剤の安全使用のための有用
性情報の提供を行うことであると考えております。あわせて、経営情報を積極的に開示し、経営の透明性を
高めて、「株主価値」の向上につとめてまいります。
　当社グループでは、グローバルな事業展開において、あらゆることに柔軟かつ丁寧に取り組むことで、効
率性と生産性の一層の向上をはかる企業体の構築を目指してまいります。昨年度より2011年度を最終年度
とした第Ⅴ期中期戦略計画「ドラマティック リープ プラン」をスタートし、「ベストな人のベストな場所で
のベストなストラクチャーによる価値創造」を基本に、最も妥当性の高い国や地域に製薬企業の重要な機能
を設置するとともに、地域ごとの状況を踏まえたビジネスを展開しております。
　本中期戦略計画の2年目となる当中間期においても、初年度に引き続き、経営成績、事業活動において着実
に成果を挙げております。これらの成果をもとに、研究開発、事業基盤の整備などへ積極的に投資を拡大する
ことで、中期戦略計画を達成し、その後の長期的な成長につなげていきたいと考えております。
　今後も、成長機会をしっかりととらえ、企業価値向上のために「患者価値」「株主価値」「社員価値」を創
出し、あわせて企業の社会的責任の遂行につとめてまいります。
　なお、当期の中間配当金は、1株につき65円（前年中間期より10円増）とさせていただきました。
　今後ともより一層のご理解とご支援を賜りますようお願い申しあげます。

2007年11月
代表執行役社長



中間決算の状況

●  DOE (%)
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研究開発費 

（円） 　期末配当金　　中間配当金 

所在地別売上高 1株当たり配当金／純資産配当率（DOE） 

欧州 
272億円 

7.5%

北米 
1,641億円 

45.3%

アジア他 
139億円 

3.8%

日本 
1,574億円 

43.4%

5.3

利益配分に関する考え方
　当社は委員会設置会社であり、剰余金の配当等に関しては、これを機動的に行うことを目的として取締役会決議と
することを定款に定めております。
　株主還元については、連結業績ならびに純資産配当率（DOE）等を勘案し、株主の皆様へ継続的・安定的な配当を実
施してまいります。DOEは、株主の皆様への利益配分を示す配当性向（DPR）と、株主の皆様が投資した資金を使いど
れだけ効果的に利益を出せたかを示す自己資本当期純利益率（ROE）の2つの要素が含まれていることから、株主還元
指標としてバランスのとれた相応しいものと考えております。
　自己株式の取得に関しては、適切な時期に機動的に実施いたします。
　また、内部留保資金は将来の企業価値を高めるための研究開発や事業基盤の強化などの投資に充当してまいります。



トピックス

米国モルフォテック社の買収契約が発効
　米州統括会社エーザイ・コーポレーション･オブ･ノースアメリカ（本社：
ニュージャージー州、以下：ECA）および米国モルフォテック社（本社：ペン
シルバニア州、以下：モルフォテック社）は、2007年3月、ECAがモル
フォテック社を買収する契約を締結いたしました。同年4月には、米国独占
禁止法上の審査の終了および他の移管条件が整い、契約が発効いたしました。
　モルフォテック社は、抗体医薬の研究開発を専門とするバイオベンチャー
企業で、独自のヒト抗体技術を使用し、各種がん、関節リウマチ、感染症な
どの疾患に対する抗体治療薬の開発に取り組んでおります。
　当社グループは、がん領域を第V期中期戦略計画｢ドラマティック リープ プラン｣において最重点領域のひとつと
位置づけており、現在、低分子化合物の抗がん剤開発に向けてグローバルな研究開発に取り組んでおります。今回
の買収により、当社グループはバイオロジクス分野への本格的な参入を果たしました。今後、モルフォテック社の
持つユニークな抗体技術を活用し、当社グループのがんに対する抗体治療薬創出の充実をはかることで、低分子抗
がん剤の開発と合わせて、がん患者様の多面的なニーズに対応してまいります。

三光純薬株式会社の完全子会社化
　当社と当社連結子会社である三光純薬株式会社（以下：三光純薬）は、
2007年4月、当社が三光純薬を株式交換により完全子会社化することに合
意し、株式交換契約を締結いたしました。当社は、三光純薬株式の50.59％
を保有しておりましたが、2007年6月21日に開催いたしました三光純薬
の定時株主総会の承認を経て、同年10月1日付で株式交換を実施し、三光純
薬を完全子会社といたしました。

米国における「アシフェックス」特許侵害訴訟について
　当社と当社の米国事業会社であるエーザイ・インクが、後発医薬品メー
カーに対して提訴していたプロトンポンプ阻害型抗潰瘍剤「アシフェックス」
（日本での製品名「パリエット」）に関する物質特許侵害訴訟について、米国
ニューヨーク州南部地区連邦地方裁判所は、2007年5月11日（米国時間）
に当社の主張を支持する判決を示しました。
　なお、後発医薬品メーカーは、この判決を不服として2007年6月に米
国連邦控訴巡回裁判所に控訴しております。



（2007年9月30日現在）

株　　　 　 　主　　 　　 　名 持株数 持株比率

16,029千株 5.41％

15,327 5.17

12,398 4.18

12,147 4.10

10,501 3.54

6,512 2.20

5,630 1.90

5,566 1.88

5,000 1.69

4,207 1.42

（自己株式については、議決権がないため大株主上位10位から
除いております。）

日本マスタートラスト信託銀行
株 式 会 社 （ 信 託 口 ）

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社

株 式 会 社 埼 玉 り そ な 銀 行

日本トラスティ・サービス信託銀行
株 式 会 社 （ 信 託 口 ）

ザ チェース マンハッタン バンク エヌエイ
ロンドン エスエル オムニバス アカウント

野 村 證 券 株 式 会 社

株式会社みずほコーポレート銀行

エ ー ザ イ 従 業 員 持 株 会

住 友 生 命 保 険 相 互 会 社

財団法人内藤記念科学振興財団

　発行可能株式総数 1,100,000,000株

　発行済株式総数 296,566,949株

　うち自己株式数 12,404,381株

　株　　主　　数 51,497名

大株主（上位10位）

株式の状況

（2007年9月30日現在）



事　業　年　度 4月1日から翌年3月31日

配　　当　　金 期末配当基準日：3月31日

中間配当基準日：9月30日

定時株主総会 6月下旬

基　　準　　日 3月31日
その他必要がある場合は、あらかじめ
公告いたします。

公告掲載URL http://www.eisai.co.jp/fr/index.html
ただし、やむを得ない事由が生じた場合は、
日本経済新聞に掲載いたします。

上場証券取引所 東京・大阪

単元株式数(投資単位) 100株

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

同　連　絡　先 〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL: 0120-232-711（通話料無料）

同　取　次　所 三菱UFJ信託銀行株式会社　全国各支店
野村證券株式会社　全国本支店

株式に関するメモ

株式事務お問合せ先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
テレホンセンター　（平日9:00～17:00）
TEL: 0120-232-711（通話料無料）

郵送物ご送付先 〒137-8081
東京都江東区東砂七丁目10番11号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

株式関係のお手続き用紙のご請求は、次の三菱UFJ信託銀行
の電話およびインターネットで24時間承っております。
電話（通話料無料） 0120-244-479（本店証券代行部）

0120-684-479（大阪支店証券代行部）
インターネットホームページ http://www.tr.mufg.jp/daikou

株式に関するお問合せ先
エーザイ株式会社 総務部

〒112-8088　東京都文京区小石川4-6-10
TEL: 0120-501-217（通話料無料）
FAX: 03-3811-3305

商品に関するお問合せ先
エーザイ株式会社 お客様ホットライン室
TEL: 0120-161-454（通話料無料）
平　　　日 9：00 ～ 18：00
土、日、祝日 9：00 ～ 17：00

インターネットホームページ
http://www.eisai.co.jp/

　（  　　　　　　）



当社のホームページ（http://www.eisai.co.jp）では、当社グループに関する最新情報を、より分
かりやすく、詳しく掲載しております。

ホームページのご紹介

トップページ
http://www.eisai.co.jp

＜お役立ちサイトのご紹介＞

くすりの博物館
http://www.eisai.co.jp/museum/
「より楽しく、より分かりやすく」をモットーに、
医薬の歴史や文化についての情報を発信

胃のサイエンス
http://www.i-no-science.com/
あなたの胃を健康にするために

ユベラネット
http://www.juvela.net/
女性の健康を応援するサイト

IR情報
当社の決算などの財務や
株式に関する情報を詳し
く、タイムリーにお伝え
しています。

企業情報
当社について詳しく説明
しています。

「ちょっとEおはなし」で
は、ビタミンの話やエー
ザイに関する豆知識が満
載です。

認知症を知るホームページ
（イーローゴ・ネット）
http://www.e-65.net/
認知症に関する様々な情報や介護に関する情報

チョコラドットコム
http://www.chocola.com/
あなたのキレイと元気を応援する

腰痛・肩こり倶楽部
http://www.nabolin.com/
あなたの腰痛・肩こりを科学する

お問い合わせの広場
当社へのお問い合わせは
こちらから

健康に役立つ情報や製品
トピックス、よくある
Q&Aなどを掲載してい
ます。

ニュースリリース
最新のニュースリリース
はこちらから

［一覧へ］をクリックすれ
ば過去のニュースリリー
スも閲覧できます。

最新情報
コーポレートサイト、関
連サイトの更新情報をお
伝えしています。


